
和木町教育委員会障害者活躍推進計画 

機関名 和木町教育委員会事務局 

任命権者 和木町教育委員会教育長 

計画期間 令和４年４月１日から令和７年３月３１日（３年間） 

和木町教育委

員会における

障害者雇用に

関する課題 

和木町教育委員会事務局は、職員総数が１０人程度の小規模な機関

であり、これまで障害者に限定した募集・採用は行っていない。 

疾病及び高齢化が原因で在籍する職員が中途障害者となることが

考えられなくもないが、職務の振り分けで対応は可能であり、現時点

での組織的な体制整備は特に急務ではないと考える。 

①採用に関す

る目標 

特になし 

※教育委員会事務局の正規（常勤）職員の採用は、事務局単独で行っ

ていない。首長部局の人事担当部署において職員定数の管理や退職

者数を把握した上で必要に応じて行われ、その後配置部署が決まる

ため、採用者数や障害者の実雇用率等の数値目標は首長部局とあわ

せて考えることになる。 

②定着に関す

る目標 

特になし 

※現状では障害のある常勤職員はいないが、新規採用や人事異動で教

育委員会事務局に障害のある職員が在籍することになれば、不本意

な離職者を生じさせないよう配慮する。 

取組内容 

（１）組織面 

 

○障害者雇用推進者として教育委員会事務局長を選任する。 

○現状では、障害者職業生活相談員の選任義務はないが、障害者であ

る職員の相談窓口を設定する。 

（２）人材面 ○障害者職業生活操相談員に選任したときには、山口労働局が開催す

る障害者職業生活相談員資格認定講習を受講させることとする。 

２．障害者の活躍の基本となる職務の選定・創出 

 ○身体障害等により、従来の業務遂行が困難となった職員から相談が

あった場合には、負担なく遂行できる職務の選定及び創出について

検討する。 

３．障害者の活躍を推進するための環境整備・人事管理 

 ○基礎的環境整備として、教育委員会事務局がある文化会館１階に多

目的トイレを設置している。 

○新規採用や人事異動で新たに教育委員会事務局に在籍することに

なった障害のある職員については、面談等により必要な配慮等を把

握し、可能な範囲で以下のような措置を講じる。 

・時間単位の年次有給休暇や、傷病休暇又は病気休暇などの各種休

暇の利用を促進する。 



 ・本人の希望等も踏まえつつ、実務研修、向上研修等の教育訓練を

実施する。 

・必要に応じて、定期的な面談の設定及び必要に応じて随時面談を

実施し、状況把握、体調管理を行う。 

・障害者からの要望を踏まえ、障害者特性に配慮した職場介助、通

勤への配慮等の措置が可能となるように財政措置を行う。 

・中途障害者（在職中に疾病、事故等により障害者となった者をい

う。）について、円滑な職場復帰のために必要な職務選定、職場

環境の整備等や通院への配慮、働き方、キャリア形成等の取組を

行う。 

・本人が希望する場合には、「精神障害者等の就労パスポート」の

活用等により、就労支援機関等と障害特性等についての情報を共

有し、適切な支援や配慮を講じる。 

４．その他 

 ○国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の推進等に関す

る法律に基づく障害者就労施設等への発注等を通じて、障害者の活

躍の場の拡大を推進する。 

 


